
奈良県産業振興総
合センターの外観

　
奈
良
経
済
産
業
協
会
は
奈
良
県
下
の
奈
良
工
業
会
と
奈
良
経
営
者
協
会
が
２
０
１
２
年

月
に
統

合
し
、
奈
良
県
を
代
表
す
る
民
間
経
済
団
体
と
し
て
発
足
し
た
。

年
度
は
新
体
制
の
活
発
な
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
前
会
長
の
病
気
急
逝
を
受
け
、

年
１
月
に
新
た
に
佐
藤
進
会
長

佐
藤
薬
品
工
業
社
長

の
体
制
に
移
行
し
た
。
佐
藤
新
会
長
に
活
動
方
針
な
ど
を
聞
い
た
。

新
体
制
の
活
動
方
針
を
聞
く

企
業
の
人
づ
く
り
に
貢
献

佐藤進氏会長奈良経済産業協会（佐藤薬品工業社長）

■
プ
ロ
フ
ィ
ル
■

　
さ
と
う
・
す
す
む
　

年

昭

県
立
奈
良
短
大
卒

現
奈
良

県
大

、

年
佐
藤
薬
品
工
業
入

社
、

年
社
長
。
奈
良
経
済
産
業

協
会
会
長
は

年
１
月

日
付
で

就
任
。
広
島
県
出
身
、

歳
。

　
―

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

　
「
当
社
は
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の

立
場
で
優
秀
な
社
員
づ
く
り
を
主

眼
に
、
協
会
の
活
動
に
参
加
し
て

き
た
。
私
自
身
も
中
小
企
業
の
２

代
目
。
人
づ
く
り
の
難
し
さ
は
実

感
し
て
い
る
。

年
度
は
会
員
企

業
見
学
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
お

り
、
他
社
の
社
員
と
一
緒
に
研
修

を
受
け
て
学
ぶ
効
用
を
期
待
し
て

い
る
。

年
度
は
新
メ
ニ
ュ
ー
で

企
業
見
学
会
の
ほ
か
、
人
材
育
成

委
員
会
で
営
業
職
研
修
、
モ
ノ
づ

く
り
委
員
会
で
工
場
長
研
修
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
」

　
―
就
任
し
て
約
５
カ
月
、
運
営

の
抱
負
は
。

　
「
中
堅
・
中
小
や
零
細
規
模
、

大
手
の
県
内
進
出
事
業
所
な
ど
、

会
員
構
成
は
幅
広
く
、
工
業
会
と

経
営
者
協
会
を
合
わ
せ
た
活
動
範

囲
も
広
い
。
運
営
の
難
し
さ
が
あ

る
が
、
ど
の
会
社
に
も
大
事
な
の

が
人
材
の
問
題
。
経
営
者
に
は
人

材
づ
く
り
の
勉
強
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
。
前
会
長
の
思
い
に
、

少
し
ず
つ
プ
ラ
ス
し
て
、
幅
広
い

活
動
目
的
を
達
成
し
て
い
き
た

い
。
会
員
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
協

会
の
活
動
に
プ
ラ
ス
に
な
り
、
ひ

い
て
は
地
域
貢
献
に
も
な
る
」

　
―
奈
良
県
の
中
小
企
業
の
業
況

感
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
企
業
の
多
く
は
輸
入
コ
ス
ト

が
上
が
り
、
電
力
料
金
上
昇
に
圧

迫
さ
れ
て
い
る
。
当
社
の
場
合
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
伸
び
で

前
期
の
業
績
は
前
年
よ
り
良
か
っ

た
が
、
電
力
料
金
の
上
昇
に
は
頭

を
痛
め
て
い
る
１
人
だ
。
県
内
の

製
薬
業
を
見
た
ら
、
か
つ
て
家
内

工
業
を
含
め
百
数
十
社
あ
っ
た
の

が
今
は

社
余
り
。
特
徴
を
持
ち

な
が
ら
業
態
を
変
化
さ
せ
た
会
社

が
残
っ
て
き
た
と
思
う
。
値
段
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
特
色

を
出
す
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
、

そ
れ
を
し
な
い
と
厳
し
い
」

　
―
将
来
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

計
画
や
奈
良
県
産
業
の
見
方
は
。

　
「
経
済
団
体
と
し
て
本
格
的
な

動
き
は
ま
だ
だ
が
、
個
人
的
に
は

三
重
・
奈
良
ル
ー
ト
の
同
時
開
通

を
希
望
し
て
い
る
。
県
の
資
金
負

担
も
大
き
い
よ
う
だ
が
、
リ
ニ
ア

計
画
で
奈
良
が
後
れ
を
取
ら
な
い

よ
う
に
願
う
。
県
の
企
業
誘
致
は

好
調
だ
が
、
ま
だ
満
足
し
て
い
い

状
況
で
は
な
い
。
奈
良
県
が
短
期

間
に
産
業
・
工
業
で
盛
り
返
す
の

は
容
易
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら

と
併
せ
て
観
光
の
活
性
化
は
重

要
。
県
内
に
宿
泊
施
設
数
が
少
な

い
と
言
わ
れ
る
が
、
た
く
さ
ん
の

客
に
来
て
も
ら
う
民
間
の
工
夫
の

余
地
も
あ
る
と
思
う
」

あ
お
に
よ
し
奈
良
に
息
づ
く
モ
ノ
づ
く
り
発
見

　
奈
良
県
の
荒
井
正
吾
知
事
は
就
任
以
来
、
産
業
活

性
化
へ
積
極
施
策
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
２
０
１
４

年
度
、
経
済
構
造
改
革
に
取
り
組
む
意
気
込
み
を
語

っ
て
も
ら
っ
た
。

荒
井
正
吾
氏
奈
良
県
知
事

経
済
構
造
改
革
へ
意
気
込
み
を
語
る

新
た
な
産
業
お
こ
し
推
進

　人口 万、寺社仏閣、豊かな
自然と共生し、落ち着いた佇（た
たず）まいの古都・奈良。古代・
中世の歴史のイメージに包まれた
やや小規模なこの県で、新たな発
展の道を開こうとする取り組みが

進んでいる。自立的な産業活動を
形成することが、その主眼だ。ま
だ序盤で派手さはないが、地域の
将来を左右する意味を見つめなが
ら、行政、企業人らの粘り強い努
力が続いている。

奈
良
県
産
業
特
集
次
頁
下
段
に
続
く

少子高齢社会の衣・食・住ニーズに沿う技術開発へ奈良県産業振興総合センター

奈良県産業特集

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月１０日 火曜日 　　

　
前
線
で
地
域
産
業
振
興
を

推
進
す
る
の
が
奈
良
県
産
業

振
興
総
合
セ
ン
タ
ー

奈
良

市

で
、
２
０
１
３
年
４
月

に
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と

県
の
創
業
・
経
営
支
援
室
が

統
合
し
て
発
足
し
た
。
各
種

の
専
門
的
な
支
援
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
体
制

だ
。
外
郭
団
体
の
奈
良
県
地

域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

旧

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
同
じ
拠
点
に
事
務
所
を
構

え
、
両
組
織
連
携
の
約

人

で
県
内
を
カ
バ
ー
す
る
。

　

年
度
に
始
動
し
た
の
が

「
リ
ビ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
少
子
高
齢

社
会
に
合
わ
せ
て
生
じ
る
衣

・
食
・
住
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
技
術
開
発
を
同
セ
ン
タ
ー

で
進
め
、
そ
こ
か
ら
地
域
に

産
業
展
開
す
る
取
り
組
み

だ
。

　
「
衣
」
の
分
野
で
は
靴
下

を
地
場
産
業
と
す
る
事
情
に

合
わ
せ
、
快
適
ソ
ッ
ク
ス
の

風
合
い
の
評
価
・
解
析
、

裸
足
教
育
に
役
立
つ
ソ
ッ
ク

は
だ
し

ス
な
ど
の
研
究
に
取
り
組

む
。
「
食
」
は
生
産
高
上
位

の
柿
や
、
薬
用
植
物
な
ど
を

対
象
に
機
能
性
探
索
、
有
効

成
分
を
活
用
す
る
加
工
法
を

探
り
出
し
、
機
能
性
食
品
・

素
材
の
開
発
に
つ

な
げ
る
。
「
住
」

は
、
室
内
で
転
倒

し
て
も
け
が
に
至

ら
な
い
よ
う
な
衝

撃
吸
収
ク
ッ
シ
ョ

ン
材
、
Ｉ
Ｔ
活
用

を
円
滑
に
す
る
電

磁
波
遮
蔽
材
の
開

し
ゃ
へ
い

発
な
ど
が
目
標
。

「
企
業
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
従
来
型

で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
か
ら

先
導
的
に
技
術
開
発
し
て
い

く
」

同
セ
ン
タ
ー
の
浅
野

誠
生
活
・
産
業
技
術
研
究
部

長

。
こ
の
方
式
で

年
度

以
後
の
産
業
化
の
構
想
を
描

く
。

　
同
総
合
セ
ン
タ
ー
は
旧
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
時
代
か

ら
年
に
延
べ
３
０
０
０
人
の

地
域
企
業
が
相
談
に
訪
れ

る
。
そ
の
対
応
の
一
方
で
、

１
年
前
か
ら
自
主
的
な
企
業

訪
問
も
始
め
て
い
る
。
県
内

で
一
定
規
模
の
製
造
出
荷
額

を
持
ち
、
積
極
性
、
成
長
性

の
あ
る
企
業
を
抽
出
し
、
ア

ポ
イ
ン
ト
を
取
り

人
程
度

の
チ
ー
ム
で
訪
問
す
る
。
後

継
者
問
題
、
生
産
設
備
の
更

新
・
改
善
、
融
資
の
ニ
ー
ズ

な
ど
を
聞
き
取
り
、
解
決
策

を
提
案
し
て
、
県
内
企
業
と

の
接
点
を
広
げ
て
い
く
。

年
度
に

社
を
訪
問
し
、
今

後
２
年
間
で
さ
ら
に
１
０
０

社
を
訪
問
す
る
計
画
だ
。

　
村
上
伸
彦
奈
良
県
産
業
振

興
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
は

「
県
内
産
業
が
発
展
し
て
、

税
収
増
、
雇
用
に
つ
な
が

り
、
産
業
の
自
立
化
が
目

標
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
仕
事
は
大
事

だ
が
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
も
作

っ
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
し

た
い
」
と
話
す
。

◇
　　◆
　　◇

　
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

イ
ベ
ン
ト
、
生
活
・
福
祉
の

喫
緊
の
課
題
に
ま
ず
手
を
打

ち
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
ま

し
た
。
２
０
１

４
年
度
は
奈
良

県
の
経
済
構
造

改
革
を
目
指
し

て
力
を
入
れ
ま
す
。
効
果
的

と
考
え
ら
れ
る
九
つ
の
事
業

分
野
を
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
分

野
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
分
野
に
区

分
し
、
新
し
い
産
業
お
こ
し

を
推
進
し
ま
す
。
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
分
野
は
医
療
・
福
祉
、

小
売
業
、
食
品
産
業

製
造

業

、
チ
ャ
レ
ン
ジ
分
野
は

宿
泊
産
業
、
料
理
・
飲
食

業
、
教
育
・
研
究
、
農
業
、

林
業
、
漢
方
で
す
。

　
弱
点
だ
っ
た
県
内
の
南
北

の
基
幹
交
通
も
、
国
に
よ
る

京
奈
和
自
動
車
道
の
整
備
が

進
み
改
善
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
代
前
半

に
は
県
北
部
の
奈
良
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

か
ら
南
の
和
歌
山
県
境
ま

で
完
成
供
用
と
な
る
よ
う

働
き
か
け
を
続
け
ま
す
。

年
度
は
中
南
部
の
御
所

Ｉ
Ｃ
付
近
に
産
業
団
地
の

新
造
成
計
画
に
着
手
し
ま

す
。
７

の
分
譲
面
積
で
分

譲
開
始
の
目
標
時
期
は

年

度
で
す
。
モ
デ
ル
的
な
街
づ

く
り
で
、
若
年
層
を
主
に
人

口
流
出
を
阻
止
し
、
企
業
の

方
に
は
意
外
と
便
利
だ
ね
と

感
じ
て
も
ら
え
る
、
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
効
果
を
狙
っ
て

い
き
ま
す
。
地
元
の
御
所
市

と
連
携
し
て
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
県
内
の
工
場
立
地
は
誘
致

を
強
化
し
た

年
度
か
ら
、

立
地
件
数
が
年

件
超
を
続

け
て
好
調
で
す
。
道
路
が
良

く
な
り
、
内
陸
の
奈
良
の
ハ

ン
デ
ィ
が
か
な
り
少
な
く
な

っ
た
と
言
え
ま
す
。
県
を
代

表
す
る
昭
和
工
業
団
地

大

和
郡
山
市

は
近
接
に
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
完
成
し
さ
ら
に

利
便
性
が
上
が
り
、
企
業
の

関
心
も
高
い
エ
リ
ア
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
周
辺
で
用
意
さ

れ
た
用
地
は
な
い
の
で
す

が
、
引
き
合
い
が
あ
れ
ば
農

地
転
用
の
手
続
き
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
最
初
の
都
で
あ
る
奈

良
は
、
自
然
も
豊
か
で
、
見

所
が
多
い
の
で
す
が
観
光
の

産
業
と
し
て
は
弱
い
の
が
実

情
で
し
た
。

年
開
催
の
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
国
際
観

光
、
文
化
発
信
、
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
も
進
め
ま
す
。

　
奈
良
県
が
友
好
協
定
を
結

ん
だ
ス
イ
ス
の
首
都
ベ
ル
ン

は
１
世
紀
前
ま
で
は
欧
州
の

他
都
市
に
比
べ
、
観
光
で
あ

ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
ゆ
っ
く
り
楽
し

め
る
と
人
気
の
観
光
地
で

す
。
た
だ
そ
の
観
光
産
業
の

努
力
は
す
ご

い
。
奈
良
県
も

一
年
中
楽
し

く
、
県
民
も
参

加
す
る
文
化
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
法
に
基

づ
く
整
備
計
画
通
り
の
三
重

・
奈
良
ル
ー
ト
の
早
期
実
現

を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
奈
良
県
は

年
前
か
ら
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が

急
増
し
、
あ
る
面
で
豊
か
に

な
り
、
自
立
的
努
力
を
怠
っ

た
反
省
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
化
の
克

服
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
頑
張
れ
ば
取
り
返

せ
る
、
暮
ら
し
も
も
っ
と
豊

か
に
な
る
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。


